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協
議
委
員
会
は
今 

２
・
３
月
の
定
例
協
議
委
員
会

で
の
報
告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹

介
し
ま
す
。 

① 

倉
庫
（
公
民
館
・
法
務
局
跡
・
有

井
堂
）
の
整
備
と
備
品
管
理 

② 

公
民
館
使
用
規
定
の
一
部
改
正 

③ 

防
犯
灯
の
設
置
と
電
球
の
検
討 

 

２
月
に
９
隣
保
と
１
０
隣
保
に
防

犯
灯
各
１
ヶ
所
新
設
。
消
防
器
具

の
整
備
も
行
う
。 

④ 

今
年
度
の
自
主
防
災
訓
練
は
、講

演
会
と
辻
川
区
防
災
計
画
検
討 

⑤ 

第
２
４
回
運
動
会
の
組
織
・
競
技

内
容
・
準
備
日
程
等 

⑥ 

１
０
隣
保
溝
改
修
工
事
は
４
月

中
旬
完
成
を
め
ど
に 

⑦ 

辻
川
山
周
辺
整
備
は
管
理
団
体

設
立
を
早
急
に
検
討 

⑧ 

地
域
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業

（
ふ
く
ろ
う
の
会
）
を
４
～
６
月

に
実
施
予
定 

⑨ 
町
づ
く
り
事
業
検
討 

 

《 
当
面
の
予
定 

》 

４
月
２
４
日(
土) 

 

民
俗 

辻 

 
 

広
場
ま
つ
り
（
福
崎
町
主
催
） 

４
月
２
９
日(

祝) 
 
 

第
２
４
回 

辻
川
区
運
動
会 

５
月 

自
主
防
災
講
演
会 

５
月
中
旬 

溝
普
請 

６
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

７
月
３
日(

土) 
 
 

各
種
団
体
・
隣
保
長
会
議 

   

◇
１
月
１
・
２
日 

正
月
祭
り 

◇
１
月
１
０
日(

日) 

冬
え
び
す 

 
 

９
隣
保
の
方
を
始
め
、
４
０
余
名

の
参
拝
が
あ
り
ま
し
た
。
神
主
さ
ん

の
祝
詞
に
は
恵
美
酒
神
社
と
の
記
載

が
あ
り
、
飾
磨
の
恵
美
酒
宮
と
同
じ

漢
字
が
当
て
て
あ
り
ま
し
た
。 

◇
１
月
１
４
日(

木) 

と
ん
ど 

[

宮
当
番
は
と
ん
ど
ま
で
が
９
隣
保] 

◇
２
月
３
日(

水)

節
分 

年
越
祭 

 
 

１
０
隣
保
最
初
の
祭
儀
。
歳
灯(

さ

い
と) 

←
柴
灯
・
斎
灯(

さ
い
と
う)

で
温
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
で
病
知
ら
ず
カ
ナ 

◇
２
月
１
４
日(

日) 

初
午
祭 

 

辻
川
で
最
も
世
帯
の
多
い
隣
保
だ

け
あ
っ
て
賑
や
か
な
初
午
に
な
り
ま

し
た
。
赤
飯
の
お
む
す
び
に
ミ
カ
ン

の
振
舞
い
。
辻
川
商
工
部
会
を
始
め

近
隣
事
業
所
の
ご
好
意
に
よ
る
４
０

０
本
の
福
引
は
今
年
も
充
実
し
た
景

品
の
数
々
。
１
等
自
転
車
は
何
処
へ 

…
そ
う
い
え
ば 

 
 

 
 

昭
和
５
９
年
頃

ま
で
夏
え
び
す

で
も
福
引
が
あ

り
ま
し
た
よ
ね
。 

 

事
業
報
告 

◆
１
月
１
７
日
（
日
） 

平
成
２
２
年
度
辻
川
区
総
会 

 
１
０
２
名
出
席
。
新
区
内
入
り 

１
７
軒
。第
１
～
５
号
議
案
承
認
。 

[

質
問]

： 

界
隈
展･

民
俗
学
の
夕
べ

に
区
民
参
加
が
少
な
い
。
内
容
検

討
を
。
防
犯
灯
の
電
球
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
。
辻
川
山
整
備
に
保
水
力
の
視

点
を
。
協
議
員
の
在
任
５
期
を
超

え
る
者
の
再
選
規
定
見
直
し
を
。

屋
台
保
存
委
員
は
再
度
委
嘱
を
等
。 

◆
１
月
２
３
日
（
土
） 

新
隣
保
長
会
議 

① 

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
選
出 

② 

町
内
会
費
徴
収
に
つ
い
て 

③ 

２
～
４
月
行
事
・
事
業
確
認 

④ 

平
成
２
２
年
度
祭
礼
行
事
日
程

に
つ
い
て[

１
０
隣
保] 

◆
２
月
２
０
日
（
土
） 

交
通
安
全
教
室 

子
ど
も
会
の
親
子
と
隣
保
長
さ
ん

を
中
心
に
１
０
０
名
余
り
の
参
加
者

が
福
崎
署 

の
お
ま
わ 

り
さ
ん
の 

話
や
映
画 

を
楽
し
ん 

だ
。
そ
し 

て
学
ん
だ
。 

子
ど
も
会 

元
気
！ 

◆
２
月
２
８
日
（
日
） 

倉
庫
（
区
保
管
備
品
類
）
整
備 

関
係
団
体
と
協
議
委
員
で
公
民
館

の
物
置
や
登
記
所
跡
倉
庫
等
の
大
掃

除
と
整
理
を
行
っ
た
。
防
災
備
品
は

大
半
が
公
民
館
倉
庫
へ
。
防
災
資
機

材
一
覧
も
掲
示
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
第１３号［2010春号］  平成２２年４月３日発行 

辻
川
ふ
れ
あ
い
公
園 

 
 
 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 
 

 

昨
年
度
よ
り
、
取
り
組
み
ま
し
た
辻
川
山
周

辺
の
整
備
事
業
も
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

今
年
度
は
、
区
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
提
案
、
要

望
を
実
行
に
移
し
て
い
く
年
に
な
り
ま
す
。 

と
同
時
に
、
今
年
か
ら
こ
の
辻
川
山
周
辺
の
管

理
に
取
り
組
む
年
に
も
な
り
ま
す
。 

整
備
さ
れ
た
辻
川
山
周
辺
を
、
「
ふ
れ
あ
い

の
公
園
」
と
し
て
末
永
く
区
民
に
愛
さ
れ
、
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
場
所
と
し
て
管
理
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ど
う
か
今
後
も
一
緒
に
考
え
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。 

4/29（祝） 運動会の確認 

■ 天候の判断が難しい場合は 6 時に放送 

■ 役員・体育委員は 6 時 30 分集合 

■ 隣保のテント設営は７時 30 分以降に 

■ 9 時；開会式   15 時；閉会式の予定 

1/10冬えびす 

2/14初午こども相撲 

 
2/28倉庫整備 

 

3/27桜開花(辻川山) 

 

http://www10.plala/


平
成
２
２
年
度
辻
川
区
役
員
一
覧 

[

総
軒
数 

三
〇
七
軒] 

 
４
月
か
ら
団
体
役
員
に
一
部
変
更
（
○新
）
が
あ
り
ま
す
。〈
４
／
３
現
在
〉 

   

区 

長 
 

釜
坂 

道
弘 

副
区
長 

 
内
藤 

政
義
（
総
務
） 

会 

計 
 

新
見 
良
一 

協
議
委
員 

 

 
 
 

釜
坂 

好
隆
（
環
境
） 

 
 
 

鈴
木 

智
久
（
文
化
） 

 
 

田
﨑 

正
和
（
広
報
） 

 
 
 

日
下 

博
義
（
体
育
） 

 
 

松
田 

耕
二
（
土
木
） 

 
 

松
岡 

博
子
（
体
育
） 

 
 

金
井 

年
郎
（
文
化
） 

 
 

高
井 

紳
一
（
環
境
） 

会
計
監
査 

宮
島
勇
・
有
井
登 

隣 

保 

長
〔
◎
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
〕 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

 
 
 
 
[

軒
数] 

 
 

１ 

松
岡 

好
信 

[
1
1] 

◎ 

２ 

有
井 

政
彦 

[
1
2] 

３ 

石
本 

伸
介 

[
3
6] 

１
４ 

村
井 

吉
典 

 [
8
] 

２
ブ
ロ
ッ
ク 

◎ 
 

４ 

高
橋 

大
蔵 

 [
7
] 

５ 

松
岡 

勝
巳 

[
1
5] 

 
 
 

６ 

前
田 

亮
平 

 [
9
] 

 
 

７ 

松
岡 

高
由 
[
1
1] 

３
ブ
ロ
ッ
ク 

◎
１
０ 

佐
伯 

健
一 

[
5
1] 

１
１ 

犬
塚 

宏
幸 

 [
6
] 

１
２ 

吉
田 

和
司 

 [
8
] 

１
３ 

岡
野 

晴
行 

[
13
] 

４
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

８ 

松
岡 

嘉
男 

[
1
0] 

 
 

   
 

９ 

石
川 

弘
二 

[
3
3] 

◎
１
５ 

上
延 

正
美 

[
1
1] 

２
０ 

黒
田 

 

泰 
 
[
15

] 

２
１ 

大
門 

保
信 

[
12

] 

５
ブ
ロ
ッ
ク 

１
６ 

上
延 

 

修 
 
 [

8
] 

１
７ 

井
上
美
津
子 

[
12
] 

◎
１
８ 

小
東 

克
己 

[
1
0] 

１
９ 

衣
川 

盛
久 

 [
9
] 

団
体
役
員
〔
代
表
の
み
紹
介
〕 

老
人
会 
木
村
正
一
（
第
１ｸ

ﾗ
ﾌ
ﾞ

） 

    
   

   
宮
島 

勇 

（
第
２ｸ

ﾗ
ﾌ
ﾞ

） 

 

有
井 
登 

（
第
３ｸ

ﾗ
ﾌ
ﾞ

） 

女 

性 

部 

松
岡 
直
美 

商
工
部
会 

古
井 
徹
夫 

農
業
部
会 

中
村 

武
嗣 

消 

防 

団 

山
口 

章
範 

○新 

青 

年 

団 

村
井 

宏
行 

小
学P
T
A 

岡
畠 

 

誠 
 

○新 

中
学P

T
A 

平
岡 

利
昭 

○新 

上
部
派
遣
役
員 

民 

生 

委 

員 
 
 
 
 

岡
本
徳
子 

山
下
美
紀 

補 

導 

委 

員 
 
 
 
 

駒
田
富
男 

青
少
年
健
全
育
成
委
員 

鈴
木
智
久 

体
育
普
及
員 

 
 

 

駒
田 

仁 

文
化
財
協
力
委
員 

高
井
紳
一 

人
権
教
育
推
進
委
員 

 

内
藤
政
義 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

松
岡
博
子 

福 

祉 

委 

員 
 
 
 
 

三
木
素
位 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宮
島 

勇 

ヤ
ッ
タ
ネ
！[

お
知
ら
せ]

 

★
辻
川
子
ど
も
会
が
受
賞 

平
成
２
１
年
度
兵
庫
県
子
ど
も
会

育
成
大
会
（
１
１
月
２
２
日
）
で
、
辻

川
子
ど
も
会
が
社
団
法
人
兵
庫
県
子

ど
も
会
連
合
会
よ
り
優
良
団
体
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
。 

★
辻
川
鬼
太
鼓
が
全
国
区
に
？ 

平
成
２
１
年
度
地
方
の
元
気
再
生

事
業
の
一
環
と
し
て
福
崎
町
が
取
り

組
ん
で
い
る
旅
の
学
校
「
フ
ォ
ー
ク

ロ
ア
ン
」
講
座
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

辻
川
鬼
太
鼓
が
飾
り
ま
し
た
。
エ
ル

デ
ホ
ー
ル
で
の
第
１
回
講
座
（
１
月

９
日
）
に
は
岩
手
県
遠
野
の
語
り
部

さ
ん
の
賛
助
出
演
も
あ
り
ま
し
た
。 

 お
詫
び
と
訂
正 

 

辻
川
だ
よ
り
第
１
２
号
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
既
に
発
行
時
の
隣
保

長
会
議
で
訂
正
は
伝
え
て
い
ま
す
が
、

記
録
と
し
て
残
し
ま
す
。 

裏
面
３
段
目
の
本
文
８
行
目 

近
藤
薫 
→ 

馬
場
幸
次
郎 

裏
面
４
段
目
の(
注
１)

２
行
目 

「
侍
派
」
の
近
藤 
→ 

商
人
の
馬
場 

松
岡
秀
隆
さ
ん
に
よ
る
と
、
「
誤
記
の

連
鎖
が
連
綿
と
続
け
ら
れ
て
き
た
」
そ
う

で
す
。
記
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

    

２ 

鷺
城
（
ろ
じ
ょ
う
）

新
聞 

 

明
治
に
な
っ
て
辻
川
に
は
、
大
庄

屋
三
木
家
に
代
わ
る
行
政
機
関
と
し

て
（
注
１
）

郡
役
所
、
登
記
所
、（
注
２
）

裁
判
所
、（
注
３
）

田
原
村
役
場
そ
の
他

の
官
公
署
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、

単
な
る
東
西
の
丹
波
―
津
山
の
街
道

と
、
南
北
の
生
野
街
道
（
「
銀
の
馬
車

道
」
は
明
治
９
年
完
成
）
と
の
交
差
点

と
い
う
機
能
に
加
え
て
、
行
政
・
管

理
機
構
の
核
と
い
う
機
能
を
も
つ
こ

と
に
な
っ
た
。
政
治
・
文
化
の
中
心

で
あ
っ
た
辻
川
に
は
職
人
や
商
人
も

多
く
、
ま
た
出
入
り
す
る
業
者
も
多

か
っ
た
。
そ
の
一
つ
に
鷺
城
新
聞
社

が
あ
っ
た
。 

鷺
城
新
聞
は
、
明
治
３
３
年
姫
路

市
下
白
銀
町
で
生
田
慶
吉
氏
が
創
刊

し
た
。
後
に
、
活
版
所
を
経
営
す
る

高
橋
金
治
氏
が
引
継
ぎ
（
事
務
所
を

南
畝
（
の
う
ね
ん
）

町
に
移
す
）、
編
集
方

針
も
「
真
実
の
報
道
を
正
義
と
し
、

正
義
の
た
め
に
は
権
威
に
も
屈
し
な

い
」
と
、
当
時
有
力
な
権
威
を
持
つ

第
十
師
団
（
姫
路
市
）

を
相
手
に
論
陣

を
張
っ
た
り
、
教
育
界
の
乱
脈
、
警

察
の
腐
敗
を
指
摘
し
、
市
民
か
ら
の

支
持
を
集
め
た
そ
う
だ
。
最
盛
期
に

は
社
員
７
２
名
を
有
し
、
兵
庫
県
の

三
大
新
聞
と
呼
ば
れ
、
播
州
一
円
に

多
く
の
愛
読
者
を
持
っ
て
い
た
が
、

残
念
な
こ
と
に
大
正
８
年
廃
刊
と
な

っ
た
。 

 
高
橋
金
治
氏
は
、
三
木
露
風
、
有

本
芳
水
、
安
田
青
風
ら
、
全
国
で
名

を
は
せ
た
詩
人
や
文
学
者
ら
が
投
稿

す
る
「
鷺
城
文
壇
」
を
設
け
、
近
代

播
磨
文
学
史
に
輝
か
し
い
足
跡
を
残

し
て
い
る
。 

      

〔
以
上
、
鷺
城
新
聞
に
関
し
て
は
姫
路
観

光
ガ
イ
ド
（
姫
路
フ
ァ
ン
）
の
明
治
・
大

正
・
昭
和
初
期
の
姫
路
よ
り
抜
粋
・
加
筆
〕 

鷺
城
新
聞
創
刊
十
周
年
に
は
柳
田

國
男
や
井
上
通
泰
も
祝
電
を
送
っ
て

い
る
。
井
上
の
祝
電
は
短
歌
「
千
代

八
千
代 

散
る
事
知
ら
ぬ 

新
文(

し
ん

ぶ
ん
）

の 

花
の
十
年
を
祝
ふ
け
ふ
か

な
」
で
あ
っ
た
。 

 

（
注
１
）

建
物
は
今
の
歴
史
民
俗
資
料
館
。

明
治
１
９
年
に
神
東
・
神
西
郡
役
所
と

し
て
建
て
ら
れ
、
後
に
神
崎
郡
役
所
と

改
称
。
昭
和
５
６
年
ま
で
２
隣
保
（
現

在
は
南
北
の
道
路
地
）
に
あ
っ
た
。 

（
注
２
）

所
在
不
明
な
る
も
３
隣
保
の
登
記

所
跡
地
付
近
に
あ
っ
た
か
？ 

（
注
３
）
明
治
２
２
年
に
現
在
の
農
協
［J

A

福
崎
東
支
店
］
あ
た
り
に
建
っ
た
。 

編
集
後
記 

 

運
動
会
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
次
号

の
「
鈴
の
森
‥
玉
垣
‥
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